
































































































































































































































ａ） Banko-Conto ａ） Banko










ｄ） Canbio ｄ） Wechsel
ｅ） Diverse Debitores ｅ） Verschiedene Debitoren
Diverse Creditores Verschiedene Creditoren
ｆ） Conto à meta ｆ） Zur Hälfte
Conto à tertia Zum Drittheil
ｇ） Creditores à Deposito ｇ） Creditores auf
Debitores à Deposito Debitores auf または
Laut Verschreibungen
ｈ） Cargaison または Cargason ｈ） Waaren in London
（地名により商品の在高を示す）
ｉ） Haushaltung-Unkosten ｉ） Haushaltung
または Haushaltungskosten
または Spensen-Conto
ｋ） Simile または dito ｋ） An dieselbe
ｌ） à London, à Lübeck, または à mallaga ｌ） in London, in Lübeck, または in mallga
ｍ） 前ページでConto nuvo または Conto novo、 ｍ） 前ページでpr. Balanz および an Balanz、



















































































Boysen von Philadelphiaに 伴 う 財 の 損














さ ら な る 特 別 の 勘 定 を 形 成 す る。 即
ち、Havarie des Schifs und Ladung；

















え て”Verschiedene Versicher“が 多 く 用
いられている。



















保険金勘定借 方 貸 方
銀 行 勘 定     ・ ・ ・ 銀 行 勘 定    ・ ・ ・
借 方 貸 方
保 険 金 勘 定     ・ ・ ・
事 業 利 益              ・ ・
残高（契約進行中）      ・ ・ ・
（d）




















































































































































































お よ び 債 務 者（Kreditoren） の も と、 仕 訳 帳 に
お い て、 ま た は、 よ り す ぐ れ て、 貸 借 平 均 帳
（Bilanzbuch）において並べる。その帰結として、
債務者の総額が債権者の総額と等しくなれば、貸借
平均表（貸借対照表）は完成されるとする。しかし
ながら、ヒングステッドは、仕訳帳において総合的
な仕訳を債務者と債権者について示しているが、残
高勘定へとは導いてはいない。
第５は、勘定の締切についてである。ヒングス
テッドは、簿記方は、元帳の各勘定について締切ら
ねばならず、手許に残高がある場合に、借方（債務
者）または貸方（債権者）に存在することになる。
この貸借平均について分析してみると、この作業の
繁雑さは、貸借平均ばかりでなく、進行している
か、または対応しなければならない補助の作業にも
あることが明らかとなる。したがって、この補助作
業がうち切られるが、非常に容易に行われると理解
することができないのは明らかであるとする。かく
して、勘定の締切りは、残高が生ずるとき、貸借平
均して締切られる。すべての勘定の残高が集められ
て仕訳が行われる。しかしながら、この仕訳は、貸
借平均勘定（残高勘定）へ振替えられていない。そ
れ故、複式簿記を完成するための残高勘定が作成さ
れていないのである。その理由は、勘定の締切の方
法にある。ここの元帳の残高のある勘定を貸借平均
して締切るとき、その残高に対して「次期繰越」と
記入して締切るイギリスの方式を取り入れているこ
とによる。そして、この締切方法によれば、簿記は
ここで完結してしまい、これ以上進めることができ
ないのである。残高勘定への仕訳は、イギリス方式
を採用するのであれば、ないのであるが、敢えて仕
訳をしたのであれば、ヒングステッドは、矛盾を犯
したと言わざるを得ない。
Ⅵ　結　語
簿記で核心となるのが、「複式記入の原理」であ
る。この原理は、２つの原則からなっている。ひと
つは、取引の二重性に基づくところの「貸借平均の
原則」であり、この原則は、数学の等式によるとこ
ろの借方（左辺）が貸方（右辺）と等価であること
による。もうひとつは、「仕訳の原則」であり、借
方には資産の増加、負債の減少および資本の減少
を、そして、貸方には資産の減少、負債の増加およ
び資本の増加を記入するとする原則である。
この「複式記入の原理」を表現するのが、仕訳帳
であり、そこでは、取引が分解されて借方と貸方に
表現される。この分解では、取引のうち同一の性格
をもつものを集合させたところの元帳における勘定
をもたらす。この仕訳された勘定は元帳へと転記さ
れる。したがって、勘定は取引の最小単位として簿
記では取り扱われ、簿記における内容を構成する。
それゆえ、簿記では、複式記入の原理の表現の場
として仕訳帳が用いられる。この仕訳帳では、取引
を勘定の単位として分解する機能をもつ簿記の核心
部分であるが、ひとたび仕訳がなされた以降、実用
性（usefullness）がなくなる。そこで、仕訳を想定
して、直接元帳の勘定へ記入するという記帳方法が
登場する。それがイギリスで発展した単式簿記（簡
略化された複式簿記）である。この簿記はドイツで
も摂取された。それ故、多くの単式簿記（簡略化さ
れた複式簿記）の著作が刊行されたとされている。
この簿記は小規模で、現金、債務者および債権者の
勘定で記録可能である場合ならば、適用されるが、
経済が発展して規模が大きくなるに従って、上述以
外の勘定、特に商品取引が多くなると、適応しなく
なる。
複式簿記は、このような「簡略化された複式簿
記」ばかりではなく、ヒングステッドによれば、す
べての事業に対して適用可能である。即ち、小規模
事業でも、大規模事業でも、複式簿記は適用可能で
あるとする。したがって、小規模事業につづいて、
大規模事業に対しても複式簿記を展開している。特
に、大規模事業での複式記入による仕訳機能を重視
し、仕訳の事例に重点を置いているといえる。そこ
で、仕訳帳では、現金勘定にかかわる取引、銀行預
－ 19 －
金にかかわる取引、そして、そのほかの事業にかか
わる取引の事例が示されている。現金および銀行預
金のみでの簿記による取引の把握を越えて、取引を
把握するよう余儀なくされる経済発展がこの状況を
もたらしたといえる。特に、商品の売買、遠隔地と
の取引、船舶輸送、保険、委託売買、郵便料金等々
が見られるのは、その証である。
さらに、事業では、毎年決算が行われるが、この
決算について論述はなされているが、仕訳までは示
されるが、この仕訳が振替えられて損益勘定および
残高勘定の作成に至る例示はみられない。ゲアハル
トが財産目録の作成までに留まっているのに比較し
て一歩前進ともいえよう。これについては、複式簿
記による、仕訳だけでなく、全体の構図をみてとれ
る例示が待たれる。
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